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を就職支援に取り入れている。2017 年度は前年度にピア・サポートを受けた 4 年生
内定者 7 名が担当し、参加者の満足度、役立ち度、運営に対する評価は概して高か
った。上級生から下級生への情報共有や実体験の伝達内容も前年度より具体的にな






Abstract: The Career Support Committee and Division at School of Global 
Studies, Tama University, have implemented a peer support system, ‘Career 
Supporters’, since 2015. In the 2017 academic year, seven 4th year students who 
were received peer support during the previous year offered their support for 
lower-grade students. Their support was valued highly, especially in terms of 
satisfaction, utilisation and event management. In addition, their advice was 
considered more practical than one in former years. The system of ‘Career 
Supporters’ was developed and evaluated by using the research budget of School 
of Global Studies in 2016 and 2017, and this development and evaluation 
successfully resulted in that the system of ‘Career Supporters’ became a regular 
career support programme with a regular budget. 














などと理解できる。白井（2010）が 2009 年に調査をおこなった 391 の大学において、就
















支援講座である。2017 年度においては、4 月－7 月にガイダンスやマナー講座などを計 5
回、2017 年 9 月－2018 年 1 月に書類や面接対策等を中心に計 12 回、実施した。３年時の
就職支援としては、講座と連動する形で 2018 年 2 月・3 月に模擬面接会や業界セミナー、






表 1 多摩大学グローバルスタディーズ学部キャリアサポーターズ概要 
年度 人数 男性 女性 主な活動内容 
2015 5 4 1 面接対策イベント 2 回 
2016 10 2 8 就職体験談イベント 3 回 



























トを 1 回実施した。このイベントでは、参加した 3 年生に 2016 年度と同じフォーマット
のアンケートを実施した。その内容を前年との比較も含めて以下に紹介する。 
まず、「１．体験談に関して」という設問では、2016 年度と同様に以下の表にある 5 項
目を、4 段階評価「そう思う（4 点）」「まあそう思う（3 点）」「あまりそう思わない
（2 点）」「そう思わない（1 点）」で答えてもらった。各項目の回答平均は表 2 のとお
りである。 
 




第 1 回 第 2 回 第 3 回 
先輩の体験談は有意義だった 3.89 3.88 4 4 
先輩の体験談をしっかり聞くことができた 3.84 3.88 4 3.92 
就職のやり方がわかった 3.21 3.63 3.86 3.62 
就職に関して新しい知識を得ることができた 3.74 4 4 3.69 
就職に関しての不安が晴れた 2.74 2.75 3.86 3.15 
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 2016 年度と比較すると、2017 年度は「先輩の体験談は有意義だった」が 4 段階評価で
全員最高点（4 点）をつけており、ピア・サポートを受けた学生がサポーターズになる利
点があることがわかる。また、「就職に関しての不安が晴れた」については、2016 年度は
回答者平均が「まあそう思う」の 3 点を越えたのは３回目のみだったが、2017 年度は 1 回
の開催でも 3.15 となっており、後輩の不安解消に効果があったと示唆される。反対に、
「就職に関しての新しい知識を得ることができた」は前年を下回っていた。 
次の設問「２．体験談のやり方に対して」も同様に、以下の表に記載の 4 項目を、4 段
階評価「そう思う（4 点）」「まあそう思う（3 点）」「あまりそう思わない（2 点）」
「そう思わない（1 点）」で答えてもらった。各項目の平均は表 3 のとおりである。 
 




第 1 回 第 2 回 第 3 回 
時間配分は適切であった 3.11 3.5 4 3.62 
先輩は丁寧に教えてくれた 4 3.88 4 3.92 
教室の雰囲気は適切であった 3.84 3.63 4 3.69 
体験談の進行は適切であった 3.47 3.88 4 3.92 
 
 2016 年度は、回を重ねることに時間配分や進行が良くなったことが示唆されたが、2017

































ち度は「とても役立つ」「役立つ」の合計で同じく 94％であった 2。 
 




























あまり役に立たない 役立たない 未回答  
 









































あまり役に立たない 役立たない 未記入  
 







































 以上、2 回の相談イベントでは、1 回目より 2 回目の方が満足度・役立ち度とも高いこ
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